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NetWare*、Microsoft Windows* NT*、その他のオペレーティング・シ

ステム用ドライバのインストール方法については、readme ファイル
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できます。
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アダプタのコンピュータへの装着アダプタのコンピュータへの装着アダプタのコンピュータへの装着アダプタのコンピュータへの装着
注意 :注意 :注意 :注意 : Windows* 95環境で既存のアダプタをPRO/100+に置き換える場合は、

「Windows 95 環境での既存アダプタの取り外し」の節を参照してくだ
さい。

1 （Windowsが動作している場合） [ スタート ] ボタンから [ シャット
ダウン ]を選択し、Windowsをシャットダウンします。

2 コンピュータの電源を切り、電源コードを取り外します。次にコン
ピュータの筐体を開けます。

警告：警告：警告：警告： 筐体を開けるときは、前もってコンピュータの電源を切り、電源コー
ドを取り外しておいてください。さもないと、感電したり、アダプ
タやコンピュータを損傷させるおそれがあります。

3 PCIバスマスタのアダプタ・スロットからカバー・ブラケットを取
り外します。ほとんどのコンピュータでは、PCI スロットはバスマ
スタ対応となっています。疑問がある場合は、コンピュータの付属
のドキュメントを調べる等の方法で、PCI スロットがバスマスタ対
応であるかどうかを確認してください。

4 Wake On LAN機能をイネーブルにしたい場合は、以降のステップに
進む前に、本書の「Wake On LAN電源ケーブルの接続」の節を参照
してください。

5 空いているバス・マスタ PCI スロットを選び、固定ねじを外して、
そのバックプレートを取り外します。

6 PRO/100+アダプタを PCIスロットに差し込み、しっかり収まるま
でスロットに押し込みます。次に、ステップ 5で外したねじでアダ
プタ・ブラケットを固定します。

 

1

7 コンピュータの筐体を元に戻し、電源コードを差し込みます。
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ネットワーク・ケーブルを接続するネットワーク・ケーブルを接続するネットワーク・ケーブルを接続するネットワーク・ケーブルを接続する
1 下に示すように、ツイスト・ペア Ethernet （TPE）ネットワーク・
ケーブルをアダプタに接続します。
• 100BASE-TXの場合、カテゴリ 5のツイスト・ペア・ケーブル
を使用します。アダプタを 100 Mbpsで動作させたいのであれ
ば、アダプタは 100BASE-TXハブまたは 100BASE-TX対応ス
イッチに接続しなければなりません（100BASE-T4には対応し
ていません）。 

• 10BASE-Tの場合、カテゴリ 3、4、または 5のツイスト・ペア・
ケーブルを使用できます。ただし、アダプタを一般住宅で使用
するのであれば、カテゴリ 5のケーブルを使用しなければなり
ません。

注意：注意：注意：注意：このアダプタには、カテゴリ 5 TPEケーブルと RJ-
45コネクタを使用します。100 Mbpsではカテゴリ
3 のケーブルを使用してはなりません。100 Mbps
では、T4ハブではなく、TXハブに接続します。全
二重の場合は、後出の「デュプレクス・モード」の
項を参照してください。100BASE-TXケーブルの詳
細な要件と制限については、「PCI のインストール
に関するヒント集」の「Fast Ethernet用ケーブル」
の節を参照してください。

2 アダプタを設定します。アダプタの設定手順（本書後出）はオペレー
ティング・システムによって異なるので、注意が必要です。

Wake on LAN 電源ケーブルを接続する電源ケーブルを接続する電源ケーブルを接続する電源ケーブルを接続する
Wake on LAN （WOL）機能を正しく動作させるには、アダプタをマザー
ボードのWake on LAN用コネクタに Wake on LANケーブルで接続しま
す。そうすれば、PRO/100+アダプタは、コンピュータの電源が切れてい
るときでも、ネットワークの状態を監視することができます。Wake on
LAN 電源ケーブルを接続する手順は以下のとおりです。慎重に作業を進
めてください。

警告警告警告警告： ： ： ： Wake on LAN ケーブルを接続するときは、前もってコンピュータの電
源を切り、電源ケーブルを外しておいてください。コンピュータの電源
コードが電源コンセントに差し込まれていると、マザーボード上のWake
on LAN 用コネクタは通電しています。この注意を怠ると、アダプタま
たはコンピュータを損傷させるおそれがあります。同様に、コンピュー
タからアダプタを取り外すときにも、必ずコンピュータの電源コードを
取り外しておいてください。

1 コンピュータの電源ケーブルが電源コンセントから外れていること
を確認します。
2

2 PRO/100+アダプタ上のWake on LAN用コネクタの位置を確認しま
す。次の図に示すように、Wake on LANケーブルの一端をアダプタ
に接続します。なお、誤って接続できないように、コネクタにはノッ
チが付いています。



3 マザーボード上のWake on LANコネクタの位置を確認します。位置
は、マザーボードのベンダとモデルによって変わります。Wake on
LAN コネクタは、通常、LEDコネクタなど、他の電源コネクタの近
くにあります。

4 図に示すように、Wake on LANケーブルの片端をマザーボード上の
コネクタに接続します。

5 コンピュータによっては、BIOS またはセットアップ・プログラム
の設定を変更してWake on LAN機能をイネーブルにしなければなら
ないこともあります。詳細については、コンピュータの付属マニュ
アルを参照するか、購入元のディーラーに問い合わせてください。

6 筐体を元に戻し、電源コードを差し込みます。

Wake on LAN の使用法の使用法の使用法の使用法

Wake on LAN機能は公開されている仕様に従って動作します。その仕様
に従って設計すれば、コンピュータの電源が切れていてもネットワーク
の動作状況を監視できるネットワーク・アダプタが実現できます。

Wake on LANアダプタは、コンピュータのアダプタ以外の電源が断たれ
ると、特別な低電力スタンバイ・モードに入ります。この状態のアダプ
タは、他のコンピュータまたは他のネットワーク・デバイスから送らる
特別な「ウェイクアップ」パケットに応答します。ウェイクアップ・パ
ケットを受け取ったアダプタは、コンピュータ本体に対し、電源を投入

PC-3920
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し、あらかじめ定義されているプログラムを実行するための信号を送り
ます。



ウェイクアップ・パケットの構造と振る舞いについては、Wake on LAN
の概要を説明したドキュメントを参照してください。このドキュメント
は、次のWWWサイトで入手できます。

http://www.us.pc.ibm.com/infobrf/iblan.html

トラブルシューティングの方法や一般的な問題、およびWake on LANの
最適な運用の方法については、「トラブルシューティングと FAQ」の節
を参照してください。

セットアップ・フロッピー・ディスクの作成セットアップ・フロッピー・ディスクの作成セットアップ・フロッピー・ディスクの作成セットアップ・フロッピー・ディスクの作成
フロッピー・ディスクを使用して、PRO/100+アダプタ用ドライバをイン
ストールする必要がある場合は、CD-ROMの ¥MAKEDISK ディレクトリ
にある MAKEMS.BAT （マイクロソフト・オペレーティング・システム
用）または MAKENW.BAT （NetWare用）を使用します。コマンドの
フォーマット例は次のとおりです。

D:¥MAKEDISK¥MAKEMS.BAT D: A:

ここで、D:は CD-ROMドライブ、A: はフロッピー・ドライブのドライ
ブ名です。

アダプタの設定とドライバのインストールアダプタの設定とドライバのインストールアダプタの設定とドライバのインストールアダプタの設定とドライバのインストール

Novell NetWare 5.0

Novell NetWare 5.0に PRO/100+アダプタ・ドライバをインストールする
には、NetWare* Installプログラムを使用します。Novell NetWare 4.1xに
ついては、「Novell NetWare 4.1xの場合のみ」の節を参照してください。
Novell NetWare 3.11および 3.12については、readmeファイルを参照して
ください。DOS ODIについては、「DOSおよび Windows 3.1の設定 ―
Novell NetWare DOS ODI Client向け」の節を参照してください。
以下に簡略化したインストールの手順を示します。

1 NetWareサーバのコンソールで LOAD NWCONFIGと入力し、Enter
キーを押します。

2 [ 環境設定オプション ] 画面から [ ドライバオプション ] を選択し、
Enterキーを押します。

3 [ ネットワークドライバの設定 ] を選択し、Enterキーを押します。
すでにインストール済みのドライバがあるある場合は、それらのリ
ストが現れます。

4 [追加ドライバの選択 ] を選択し、Enterキーを押します。ドライバ
のリストが現れます。

5 インテルのフロッピー・ディスクまたは CD-ROMを挿入し、Insert
キーを押してドライバをインストールします。

6 必要な場合は、F3を押して、正しいパスを指定します。Enterキー
4

を押してフロッピーまたは CD-ROMドライブを探します。
7 [Intel® PRO/ PCI Adapter]を選択し（ハイライトされる）、Enterキー
を押します。



8 画面が切り替わり、フレームとプロトコルのタイプをたずねられま
す。矢印キーを使用して正しい項目を選択するか、デフォルトを選
びます。[ パラメータを保存して、ドライバをロード ] を選択して先
に進みます。

9 他にもインストールするアダプタがある場合は、Esc キーを押して
ステップ 7のプロンプト [ ドライバの選択 ] に戻り、ステップ 7～
9を繰り返します。

10 ドライバのインストール・プロセスを終了するには、Esc キーを何
回か押して [環境設定オプション ] 画面に戻ります。

11 [終了 ] を選択してコンソール・プロンプトに戻ります。

注意：注意：注意：注意： インストール終了後、アダプタが送信も受信もできない場合は、
AUTOEXEC.NCFファイルを開いてフレーム・タイプを修正する必要が
あるかもしれません。

Novell NetWare 4.1x

Novell NetWare 4.1xに PRO/100+アダプタ・ドライバをインストールするに
は、NetWare の installプログラムを使用します。Novell NetWare 3.11および
3.12については、readmeファイルを参照してください。DOS ODIについて
は、「Novell NetWare DOS ODI Client向け DOSおよびWindows 3.1設定」を
参照してください。一般的なインストールの手順は次のとおりです。

注意：注意：注意：注意： インストレーションに先だって、当該コンピュータの CD-ROMドライ
ブ用の DOSまたは NetWareドライバをロードするか、別のコンピュー
タの CD-ROMからセットアップ・フロッピー・ディスクを作成します。

1 NetWareコンソールで LOAD INSTALL と入力し、Enterキーを押し
ます。

2 [インストールオプション ]画面から [ドライバオプション ]を選択
し、Enterキーを押します。

3 [ ネットワークドライバの設定 ] を選択し、Enterキーを押します。
すでにインストール済みのドライバがあるある場合は、それらのリ
ストも現れます。

4 [追加ドライバの選択 ] を選択し、Enterキーを押します。ドライバ
のリストが現れます。

5 インテルのフロッピー・ディスクまたは CD-ROMを挿入し、Insert
キーを押してドライバをインストールします。

6 必要な場合は、F3を押して、正しいパスを指定します。Enterキー
を押してフロッピーまたは CD-ROMドライブを探します。

7 ドライバ名 [Intel® PRO/ PCI Adapter]が表示されます。Enterキーを
押してそれを選択します。

8 画面が切り替わり、フレームおよびプロトコルのタイプをたずねら
れます。矢印キーを使用して正しいアイテムを選択するか、デフォ
ルトを選択します。[ パラメータの保管とドライバのロード ] を選択
して先に進みます。
5

9 他にもインストールするアダプタがある場合は、Esc キーを押して
ステップ 7のプロンプト [ ドライバの選択 ] に戻り、ステップ 7～
9を繰り返します。



10 ドライバのインストール・プロセスを終了するには、Esc キーを何
回か押して [インストールオプション ] 画面に戻ります。

11 [終了 ] を選択してコンソール・プロンプトに戻ります。

注意：注意：注意：注意： インストール終了後、アダプタが送信も受信もできない場合は、
AUTOEXEC.NCFファイルを開いてフレーム・タイプの修正が必要な場
合があります。

Windows 95

Windows 95 による自動設定による自動設定による自動設定による自動設定

PCIコンピュータは、ブート中に PCI準拠のアダプタを自動的に検出し
設定を行います。コンピュータを起動するたびに、BIOS がアダプタの
IRQレベルと I/Oアドレスを自動的に設定します。

コンピュータを起動するとアダプタは自動的に設定されます。リソース
設定は、Windows 95が起動するまでに完了しています。

コンピュータがブート中にエラーを表示する場合は、設定の変更が必要
かもしれません。詳細については、後出の「PCI インストールに関する
ヒント集」を参照してください。

ネットワーク・ドライバをディスクからインストールするネットワーク・ドライバをディスクからインストールするネットワーク・ドライバをディスクからインストールするネットワーク・ドライバをディスクからインストールする

Windows 95インストール用の CD-ROMまたはフロッピー・ディスクを
用意してください。新しいアダプタをインストールする際に、それらを
挿入するよう求められます。

1 アダプタをコンピュータに装着し、ケーブルを接続して、Windows
95を起動します。
[ 新しいハードウェア ] ダイアログ・ボックスが現れます。

注意： 注意： 注意： 注意： このダイアログ・ボックスが現れずに、Windows 95が正常に起動する
場合は、アダプタの手作業での追加が必要な場合があります。詳細につ
いては、付属 CD-ROMの ¥INF¥MSディレクトリのファイル、MS.TXT
を参照してください。

2 Retail版（パッケージ販売されているバージョン）の場合：
[ハードウェア製造元が提供するドライバ ]をクリックし、次に [OK]
をクリックします。[ フロッピーディスクからのインストール ] ダイ
アログ・ボックスが現れます。（名称にかかわらず、CD-ROM から
のインストールも可能です。）
OSR2.x版（Microsoft社から OEM供給されているバージョン）の場
合：[ デバイスドライバウィザード ] が起動されます。[ 次へ ] をク
リックします。

3 付属の CD-ROMないしは、その CD-ROMより作成したドライバ・
フロッピー・ディスクを挿入します。

4 Retail版の場合 :パスとして、D:¥ （CD-ROMドライブのドライブ
名）または A:¥ （フロッピー・ドライブのドライブ名）と指定し、
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次に [OK] をクリックします。
OSR2.x版の場合 : [場所の指定 ]ボタンをクリックし、挿入したディ
スクのパス（フロッピー・ディスクなら A:¥、CD-ROMなら、CD-



ROMを挿入したドライブ名のルート・ディレクトリのパス - 例えば
D:¥）を、キーボードを用いて指定します。（この場合は、参照ボタ
ンでは指定できません。参照ボタンは、ドライブ名を調べる場合等
に用いてください。）

5 プロンプトに従ってWindows 95インストール・ディスクを挿入し、
再起動します。

Windows 95を再起動したら、デスクトップの [ ネットワークコンピュー
タ ]アイコンをダブルクリックしてネットワークに接続します。

Windows のトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティング

サーバに接続できない場合、または [ ネットワークコンピュータ ] をダ
ブルクリックした後に Windows 95がエラーを報告する場合は、まず下
記の項目を確認し、必要に応じて「トラブルシューティングと FAQ」を
参照してください。

• アダプタに付属のドライバ・ディスクで提供されたドライバを使用
していることを確認します。

• ドライバがロードされ、プロトコルがバインドされていることを確
認します。コントロールパネルを起動し、[ システム ] をクリック
し、[ デバイスマネージャ ] をクリックし、トラブル・インジケータ
（X または ! 記号）が Intel PRO/100+ Management Adapterに表示され
ていないことを確認します。

• PRO/100+アダプタと一緒にシステムにインストールされた PROSet
ユーティリティでアダプタをテストします。PROSetを起動するに
は、Windowsのコントロール パネルを開き、[PROSet]アイコンをダ
ブルクリックします。診断を実行するには、アダプタを選択し、
[Diagnostics]タブをクリックし、続いて [Run Tests]をクリックしま
す。ヘルプ情報が必要な場合は、[PROSet]ウィンドウで [Help]をク
リックしてください。

• LAN 管理者に問い合わせる。他にもインストールしなければならな
いネットワーキング・ソフトウェアがあるかもしれません。

Windows 98

Windows 98 による自動設定による自動設定による自動設定による自動設定

PCIコンピュータは、ブート中に PCI準拠のアダプタを自動的に検出し、
設定を行います。コンピュータを起動するたびに、BIOS がアダプタの
IRQレベルと I/Oアドレスを自動的に設定します。

コンピュータを起動すると、アダプタは自動的に設定されます。リソー
ス設定は、Windows 98が起動するまでに完了しています。

コンピュータがブート中にエラーを表示する場合は、設定の変更が必要
かもしれません。詳細については、後出の「PCI インストールに関する
ヒント集」を参照してください。

ネットワーク・ドライバをディスクからインストールするネットワーク・ドライバをディスクからインストールするネットワーク・ドライバをディスクからインストールするネットワーク・ドライバをディスクからインストールする
7

1 アダプタをコンピュータに装着し、ケーブルを接続して、Windows
98を起動します。[ 新しいハードウェア ] ダイアログ・ボックスが
現れます。



注意：注意：注意：注意： このダイアログ・ボックスが現れずに、[ 新しいハードウェアの追加 ]
ウィザードが現れた場合は、次の [手作業でネットワーク・ドライバの
インストール ]の手順 6以降に従ってください。また、このボックスが
現れずにWindows 98が正常に起動する場合は、アダプタを手作業で追
加する必要があるかもしれません。詳細については、下記の「手作業で
のネットワーク・ドライバのインストール」を参照してください。

2 プロンプトに従って、付属の CD-ROMないしは、そこから作成した
ドライバ・フロッピー・ディスクを挿入します。

3 パスとして、D:¥（CD-ROMドライブ名が D:ならば）または A:¥（フ
ロッピー・ドライブのドライブ名）と指定し、次に [OK] をクリッ
クします。

4 プロンプトに従って、システムを再起動します。

手作業でのネットワーク・ドライバのインストール手作業でのネットワーク・ドライバのインストール手作業でのネットワーク・ドライバのインストール手作業でのネットワーク・ドライバのインストール

1 アダプタをコンピュータに装着し、ケーブルを接続して、Windows
98を起動します。

2 コントロール パネルを開いて [ システム ] アイコンをダブルクリッ
クします。

3 [デバイスマネージャ ] タブをクリックします。
4 表示されるリストから [ ネットワーク・アダプタ ] をダブルクリッ
クします。

5 [Intel® PRO/100+ Management Adapter]をダブルクリックします。[ ド
ライバ ] タブをクリックし、[ ドライバの更新 ] をクリックします。
[ 新しいハードウェアの追加ウィザード ] が現れます。

6 [ 使用中のデバイスに最適なドライバを検索する ] を選択します。
PRO/100+アダプタ・ディスクがドライブに挿入されていることを確
認し、[ 次へ ] をクリックします。

7 PRO/100+アダプタ・ディスクが挿入されているドライブを選択し、
[ 次へ ] をクリックします。

8 [更新されたドライバ（推奨）]を選択し、ドライバ・ファイルがす
べてコピーされるまで、各ダイアログで [ 次へ ] をクリックしてい
きます。

9 Windowsがドライバのコピーを終了したら、[ 完了 ] をクリックし、
システムを再起動します。

注意：注意：注意：注意： トラブルシューティングについては、前出の「Windowsのトラブルシュー
ティング」を参照してください。

Windows NT による自動設定による自動設定による自動設定による自動設定

PCIコンピュータは、ブート中に PCI準拠のアダプタを自動的に検出し、
設定を行います。コンピュータを起動するたびに、BIOS がアダプタの
IRQレベルと I/Oアドレスを自動的に設定します。

コンピュータを起動すると、アダプタが自動的に設定されます。設定は、
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Windows NTが起動するまでに、または DOSプロンプトが現れるまでに
完了しています。



コンピュータがブート中にエラーを表示する場合は、設定の変更が必要
かもしれません。詳細については、後出の「PCI インストールに関する
ヒント集」を参照してください。

Windows NT バージョンバージョンバージョンバージョン 4.0専用専用専用専用

アダプタをコンピュータに装着し、ケーブルを接続し、Windows NTを
起動してから、正しいドライバをインストールする必要があります。

1 コントロール パネルを開いて [ ネットワーク ] アイコンをダブルク
リックします。

2 [アダプタ ] タブをクリックします。
3 [追加 ] をクリックします。アダプタのリストが現れます。
4 このリストからアダプタを選択しないでください。代わりに、PRO/

100+アダプタ・ディスクまたは CD-ROMを所定のドライブに挿入
し、[ ディスクを使用 ] をクリックします。

5 ダイアログ・ボックスに正しいドライブ名を指定し、[OK] をクリッ
クします。次に、一連のプロンプトに従ってインストールを完了し
ます。アダプタが追加されると、新しいアダプタが [ ネットワーク
アダプタ ]リストに追加されます。

6 [閉じる ] をクリックしてインストール・プロセスを終了します。
7 プロンプトに従って、Windows NTを再起動します。

Windows NT バージョンバージョンバージョンバージョン 3.51専用専用専用専用

アダプタをコンピュータに装着し、ケーブルを接続し、Windows NTを
起動してから、正しいドライバをインストールする必要があります。

1 コントロール パネルを開いて [ ネットワーク ] アイコンをダブルク
リックします。

2 [アダプタカードの追加 ] をクリックします。
3 アダプタのリストが現れたら、リストの終わりまでスクロールし、

[<その他 >各メーカのディスクが必要 ] を選択し、[ 続行 ] をクリッ
クします。

4 PRO/100+アダプタ・ディスクまたは CD-ROMを所定のドライブに
挿入し、そのドライブ名を指定して、[OK] をクリックします。

5 Intel® PROアダプタを選択し、[OK] をクリックします。ドライバと
ユーティリティがインストールされます。

6 TCP/IP設定用のダイアログ・ボックスが現れます。必要な情報を入
力し、[OK] をクリックします。インストール・ディスクまたは CD-
ROMを取り出します。

7 プロンプトに従って、Windows NTを再起動します。

注意：注意：注意：注意： トラブルシューティングについては、次の「Windows NT のトラブル
シューティング」を参照してください。

Windows NT のトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティング
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Windows NTがエラーを報告するか、またはネットワークに接続できな
い場合、まず下記の項目を確認し、必要に応じて「トラブルシューティ
ングと FAQ」を参照してください。



• アダプタに合ったドライバを使用していることを確認します。
ドライバは PRO/100+アダプタ・ディスクまたは CD-ROMで提
供されたものを使用します。

• ドライバがロードされ、プロトコルがバインドされていること
を確認します。コントロール パネルを開き [ ネットワーク ] を
クリックし [ バインド ] タブをクリックします。そして、表示
されるダイアログ・ボックス内の設定を調べます。

• Windows NTのイベント・ビューアでエラー・メッセージがな
いか調べます。

• NetWareネットワークに接続する場合は、フレーム・タイプを
調べ、NetWareクライアント・ソフトウェアまたはサーバ・ソ
フトウェアがインストールされていることを確認します。

• PRO/100+アダプタと一緒にシステムにインストールされたPROSet
ユーティリティでアダプタをテストします。PROSetを起動するに
は、Windowsのコントロール パネルを開き、[PROSet]アイコンをダ
ブルクリックします。診断を実行するには、アダプタを選択し、
[Diagnostics]タブをクリックし、続いて [Run Tests]をクリックしま
す。ヘルプ情報が必要な場合は、[PROSet]ウィンドウで [Help]をク
リックしてください。

• LAN 管理者に問い合わせる。他にもインストールしなければな
らないネットワーキング・ソフトウェアがあるかもしれません。

DOSおよびおよびおよびおよびWindows 3.1 の設定の設定の設定の設定 ―――― Novell NetWare DOS ODI Client 向け向け向け向け

注意：注意：注意：注意：  Windows 95/98のユーザは、Windows 95/98に関する前記の説明を一
読しておいてください。NetWare Client 32 のユーザは、¥NETWARE
ディレクトリの NetWare readmeファイルを参照してください。

DOSおよびおよびおよびおよびWindows 3.1 による自動設定による自動設定による自動設定による自動設定

PCIコンピュータは、ブート中に PCI準拠のアダプタを自動的に検出し、
設定を行います。コンピュータを起動するたびに、BIOS がアダプタの
IRQレベルと I/Oアドレスを自動的に設定します。

コンピュータを起動すると、アダプタは自動的に設定されます。リソー
ス設定は、DOSプロンプトが現れるまでに完了しています。

コンピュータがブート中にエラーを表示する場合は、PCI アダプタの設
定を変更する必要があるかもしれません。詳細については、後出の「PCI
インストールに関するヒント集」を参照してください。

Setup を実行してネットワーク・ドライバをインストールするを実行してネットワーク・ドライバをインストールするを実行してネットワーク・ドライバをインストールするを実行してネットワーク・ドライバをインストールする

Setupは、NetWare DOS ODIクライアント・ドライバを自動的にインス
トールします。または、他の NOSドライバのインストール手順が説明さ
れた readmeファイルを表示します。
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1 コンピュータにすでにネットワーク・ドライバがインストールされ
ている場合は、それらのドライバをロードしないでコンピュータを
再起動します。ドライバを AUTOEXEC.BAT または CONFIG.SYS



ファイルからロードする場合は、ネットワーク・ドライバをロード
する各行の先頭に REM と入力します。DOS 6.x以降については、
DOS起動時に F5キーを押してドライバをバイパスします。

2 PRO/100+アダプタ・ディスクをドライブに挿入し、そのドライブに
切り替え、DOSプロンプトから、USと入力し、Enterキーを押し、
英語モードに切り替えます。そして、SETUPと入力し、Enterキー
を押します。

3 メニューからアダプタを選択します。
4 [Main]メニューから [Automatic Setup]を選択し、画面の指示に従い
ます。ネットワーク上のレスポンダを使ってアダプタをテストする
手順については「ネットワークでのレスポンダによるテスト（オプ
ション）」を参照してください。
Setupはアダプタの設定を表示し、一連の診断テストを実行して、ア
ダプタとネットワークが正常に機能しているかどうかを確認しま
す。問題が検出された場合は、結果となんらかの解決方法が表示さ
れます。

5 Setupがテスト終了すると、[Install Network Drivers]画面が現れます。
6 インストールするドライバを選択します。後は、Setupが NetWareク
ライアント・ドライバをインストールしてくれます。他のドライバ
のインストールを指示した場合は、インストール手順を説明する
readmeファイルが表示されます。

デュプレクス・モードの設定については、「デュプレクス・モード（オプ
ション）」の節を参照してください。

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

サーバに接続できない場合は、まず下記の項目を確認し、必要に応じて
「トラブルシューティングと FAQ」に進んでください。

• アダプタに合ったドライバを使用していることを確認する。ドライ
バ・ファイルの名前の中には文字Bがあります（E100BODI.COMなど）。

• 既存のアダプタを置き換える場合は、NET.CFGファイルを開き、LINK
ステートメントが新しいアダプタに合っていることを確認する。たと
えば、NetWareクライアントの LINK ステートメントは、LINK DRIVER
E100BODIです。

• NET.CFGファイルに定義されているフレーム・タイプがネットワー
クと合っているかどうかを確認する。

• Setup で診断を実行してアダプタをテストする。レスポンダを使用
すると、さらに別のテストを行うことができます（次を参照）。

• readme ファイルを調べてください（参照の方法は、表紙の裏側に
載っています）。

ネットワークでのレスポンダによるテストネットワークでのレスポンダによるテストネットワークでのレスポンダによるテストネットワークでのレスポンダによるテスト

Setupは、ネットワーク上にレスポンダがある場合は、テストの実行を
通じてアダプタを徹底的にテストできます。
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1 同等の PCIアダプタがインストールされているネットワーク上のコ
ンピュータにアクセスします。



2 そこにインストールされているアダプタに対する正しい設定プログ
ラムを実行し、そのコンピュータをレスポンダとして設定します。

3 新しいアダプタをインストールしたコンピュータに戻ります。Setup
を実行し、診断を実行してそのアダプタをテストします。

NetWare 3.11、、、、3.12、、、、Client 32、、、、UNIX*、、、、Banyan 
VINES*、その他のオペレーティング・システム、その他のオペレーティング・システム、その他のオペレーティング・システム、その他のオペレーティング・システム

オンライン・ドキュメントを参照してください。DOS コンピュータで、
当該のネットワーク・ドライバのインストール方法を説明する正しい
readmeファイルを参照します。

readmeファイルを参照するには、PRO/100+アダプタ・ディスクをドラ
イブに挿入し、そのドライブに切り替え、USと入力し、Enterキーを押
し、英語モードに切り替えます。そして、

SETUP /README
と入力して Enterキーを押します。

PROSet：：：： 概要概要概要概要
PRO/100+アダプタ用のWindowsドライバをインストールすると、PROSetと
呼ばれる拡張設定ユーティリティも一緒にインストールされます。Windows
NTまたはWindows 95/98環境で作業する場合は、PROSetを使って、ハード
ウェアをテストし、標準および拡張アダプタ機能を設定することが簡単に
できます。PROSetのメイン・ウィンドウを次のページに示します。
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コントロールパネルで [ ネットワーク ] をダブルクリックし、アダプタ
を選択し、[ プロパティ ] ボタンをクリックすると、PROSetが実行され
ます。

デュプレクス・モード（オプション）デュプレクス・モード（オプション）デュプレクス・モード（オプション）デュプレクス・モード（オプション）
デュプレクス・モードの設定は、アダプタにネットワークを通じてどの
ようにデータ・パケットを送受信させるかをユーザ決定する設定です。
アダプタは、全二重通信対応の 10BASE-Tまたは 100BASE-TXスイッチ、
またはその他の全二重通信対応アダプタに接続されているときに限り、
全二重動作が可能です。

可能なデュプレクス・モード設定は次のとおりです。

• Auto （自動認識 ―― このモードで使用するためには、接続するス
イッチやハブが自動認識（オートネゴシエーション）機能を備えて
いる必要があります）：　アダプタは、スイッチと折衝して最高レー
トでパケットを送受信します。これがデフォルト設定です。接続す
るスイッチやハブに自動認識機能がない場合、アダプタは半二重通
信モードで動作します。

• Full duplex （全二重通信 ―― このモードで使用するためには全二
重対応のスイッチまたはアダプタを必要とします）：　アダプタはパ
ケットの送信と受信を同時に行えます。このモードは、アダプタの
パフォーマンス向上につながります。全二重通信対応スイッチに自
動認識機能がない場合、デフォルトで半二重モードが選択されるの
で、アダプタを手作業で全二重モードに設定する必要があります（手
順に付いては、次の「手作業での全二重通信モードの設定」を参照
してください）。

• Half duplex （半二重通信）：　アダプタは一度に 1つの動作、つま
り、送信と受信のどちらか一方だけを行います。

注意：注意：注意：注意： 全二重モードで 10Mbpsで動作させるより、半二重モードで 100Mbps
で動作させた方が、使用できる帯域幅が広くなります。

手作業での全二重通信モードの設定手作業での全二重通信モードの設定手作業での全二重通信モードの設定手作業での全二重通信モードの設定

使用するスイッチが、Nウェイ規格の自動認識（オートネゴシエーショ
ン）をサポートしている場合は、デュプレクス・モードの設定は自動的
に行われ、ユーザとしては何もする必要はありません。しかし、市場に
出回っているスイッチの中には、自動認識をサポートしていないものが
あります。使用しているスイッチがこの機能をサポートしているかどう
かは、ネットワーク・システム管理者に確認してください。またハブ（ス
イッチング機能を持たない）を使用する場合は、全二重通信を行うこと
はできません。

設定は、ロードするネットワーク・オペレーティング・システム（NOS）
用ドライバによって異なります。
13

デュプレクス・モードを設定する場合は、下記の説明の中から、使用し
ているオペレーティング・システムに対する説明を参照してください。



注意： 注意： 注意： 注意： 全二重通信に対応していないスイッチに対して、アダプタを全二重通信
を行うように設定した場合、アダプタのパフォーマンスが低下したり、
アダプタが正常に動作しないことがあります。スイッチの設定は必ずア
ダプタと合わせなければなりません。さらに、デュプレクス・モードを
Auto 以外のモードに設定した場合は、速度を設定することを忘れない
でください。（速度の設定は Autoにしないでください）

DOS、、、、ODI*、、、、NDIS 2.01クライアントでの全二重通信設定クライアントでの全二重通信設定クライアントでの全二重通信設定クライアントでの全二重通信設定

各アダプタに対して、NET.CFGまたは PROTOCOL.INIファイルを編集
します。NET.CFGファイルを編集する場合は、Link Driverセクションに
下記のキーワードを書き込みます。PROTOCOL.INIファイルについては、
これらのキーワードは任意の場所に書き込めます。

FORCEDUPLEX 2

SPEED 100  （10BASE-Tの場合は 10）

NetWare サーバでの全二重通信設定サーバでの全二重通信設定サーバでの全二重通信設定サーバでの全二重通信設定

AUTOEXEC.NCF内の各アダプタに対して、LOAD コマンドを編集し、下
に示すオプションを追加します（サーバの場合は等号が必要です）。

FORCEDUPLEX=2

SPEED=100 （10BASE-Tの場合は 10）

詳細については、NetWareコンピュータ用の readmeファイルを参照して
ください。

Windows 95/98 での全二重設定での全二重設定での全二重設定での全二重設定

Windows 95/98を稼動させた状態で、以下の手順を実行します。

1 コントロール パネルを開き、[PROSet]アイコンをダブルクリックし
ます。

2 [Settings]をクリックします。
3 ネットワークの速度に合わせ、[Network Speed]リスト・ボックスで

10または 100をクリックします。
4 [Duplex Mode]リスト・ボックスで [Full] をクリックします。
5 [OK] をクリックします。
6 Windowsを再起動します。

その他のオペレーティング・システムでの全二重通信設定その他のオペレーティング・システムでの全二重通信設定その他のオペレーティング・システムでの全二重通信設定その他のオペレーティング・システムでの全二重通信設定

PRO/100+ Clientアダプタ・ディスクの ¥OTHER ディレクトリにある
OTHER.TXTreadmeファイルを参照してください。このファイルは任意
のテキスト・エディタで開けます。
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トラブルシューティングとトラブルシューティングとトラブルシューティングとトラブルシューティングと FAQ

アダプタがネットワークに接続できない場合アダプタがネットワークに接続できない場合アダプタがネットワークに接続できない場合アダプタがネットワークに接続できない場合

ケーブルが正しく接続、配線されていることを確認します。ケーブルが正しく接続、配線されていることを確認します。ケーブルが正しく接続、配線されていることを確認します。ケーブルが正しく接続、配線されていることを確認します。

ネットワーク・ケーブルは、相手側の両 RJ-45コネクタ（アダプタとハ
ブ）に接続されていなければなりません。アダプタからハブまでの最大
許容距離は 100 mです。ケーブルが接続されており、距離が許容範囲内
であるにもかかわらず問題が解消されない場合は、別のケーブルを試し
てみてください。

ハブもスイッチも介在させないで、2 つのコンピュータを直接接続する
場合は、クロスケーブルを使用します。

アダプタ上のアダプタ上のアダプタ上のアダプタ上の LED ライトをチェックします。ライトをチェックします。ライトをチェックします。ライトをチェックします。

アダプタには、ケーブル・コネクタの両側に 1つずつ、合わせて 2つの
診断用 LEDがあります。これらのライトは、コネクタ、ケーブル、また
はスイッチやハブに問題があるかどうかを見分けるのに役立ちます。

LED 機能インジケータ機能インジケータ機能インジケータ機能インジケータ

正しいドライバを使用していることを確認します。正しいドライバを使用していることを確認します。正しいドライバを使用していることを確認します。正しいドライバを使用していることを確認します。

アダプタに付属のドライバを使用しているかどうかを確認します。ドラ
イバ・ファイル名の中には必ず文字 B があります（E100BODI.DOSな
ど）。旧バージョンのアダプタ用のドライバは、このアダプタをサポート
していません。

スイッチ・ポートとアダプタのデュプレクス・モードの設定が同じであるこスイッチ・ポートとアダプタのデュプレクス・モードの設定が同じであるこスイッチ・ポートとアダプタのデュプレクス・モードの設定が同じであるこスイッチ・ポートとアダプタのデュプレクス・モードの設定が同じであるこ
とを確認します。とを確認します。とを確認します。とを確認します。

LED 状態状態状態状態 意味意味意味意味

ACT/LNK 点灯 アダプタおよびスイッチに給電されている。
スイッチとアダプタとの間のケーブル接続は
良好。

消灯 アダプタはネットワーク・データを送信も受
信もしていない。アダプタおよびスイッチに
給電されていないか、スイッチとアダプタと
の間のケーブル接続が良好でないか、または
ドライバ設定に問題がある。

点滅 アダプタはネットワーク・データを送信また
は受信中。点滅周期はネットワーク・トラ
フィック量で変わる。

100 点灯 100 Mbpsで動作中。

消灯 10 Mbpsで動作中。
15

アダプタを全二重モードに設定した場合は、スイッチ・ポートも全二重
モードに設定する必要があります。誤ったデュプレクス・モードを設定



すると、パフォーマンスが低下したり、データ喪失の原因となったり、
接続が失われることがあります。

アダプタのテスト（診断）アダプタのテスト（診断）アダプタのテスト（診断）アダプタのテスト（診断）

診断を実行してアダプタをテストします。DOSまたはWindows 3.1環境
では、PRO/100+アダプタ・ディスク上の Setupを実行します。（英語モー
ドで実行して下さい。）　Windows NT*および Windows 95/98環境では、
Windowsのコントロール パネルを開き、[PROSet]アイコンをクリックし
て PROSetを実行します。診断を実行するには、アダプタを選択し、
[Diagnostics]タブをクリックし、次に [Run Tests]をクリックします。ヘ
ルプ情報が必要な場合は、PROSetウィンドウで [Help] をクリックして
ください。

よくたずねられる質問（よくたずねられる質問（よくたずねられる質問（よくたずねられる質問（FAQ））））

SETUP.EXEが、が、が、が、"Not enabled by BIOS" （アダプタが（アダプタが（アダプタが（アダプタが BIOS によってによってによってによって
イネーブルにされていない）と報告する。イネーブルにされていない）と報告する。イネーブルにされていない）と報告する。イネーブルにされていない）と報告する。

PCI BIOSによるアダプタの設定に誤りがあります。後出の「PCI

インストールに関するヒント集」を参照してください。

ドライバをロードする途中で、コンピュータがハングする。ドライバをロードする途中で、コンピュータがハングする。ドライバをロードする途中で、コンピュータがハングする。ドライバをロードする途中で、コンピュータがハングする。
• PCI BIOSの割り込み設定を変更します。詳細については、「PCIイ
ンストールに関するヒント集」を参照してください。

• EMM386を使用する場合は、バージョン 4.49以降でなければなり
ません（このバージョンは MOS-DOS* 6.22以降に付属していま
す）。

診断はパスするが、接続が失敗する。あるいはエラーが発生する。診断はパスするが、接続が失敗する。あるいはエラーが発生する。診断はパスするが、接続が失敗する。あるいはエラーが発生する。診断はパスするが、接続が失敗する。あるいはエラーが発生する。
• 100 Mbpsの場合は、カテゴリ 5のケーブルを使用しているか、
ネットワーク・ケーブルが確実に接続されているかどうかを確認し
ます。

• 100 Mbpsの場合は、100BASE-TXハブ /スイッチに接続します
（100BASE-T4ではありません）。

• NetWareの場合は、NET.CFGファイルを開き、フレーム・タイプ
の指定に誤りがないかどうかを確認します。

• アダプタのデュプレクス・モード設定がスイッチの設定と合ってい
るかどうかを確認します。

LNK LED が点灯しない。が点灯しない。が点灯しない。が点灯しない。
• ネットワーク・ドライバがロードされているかどうかを確認しま
す。

• アダプタとスイッチのすべての接続を確認します。
• スイッチ上の別のポートを使用してみます。
• アダプタのデュプレクス・モード設定がスイッチの設定と合ってい
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るかどうかを確認します。
• アダプタとハブとの間のケーブルのタイプが正しいかどうかを確認
します。100BASE-TXには 2ペア・ケーブルが必要です。クロス



ケーブルを必要とするハブもあれば、ストレート・ケーブルを必要
とするハブもあります。

ACT LED が点灯しない。が点灯しない。が点灯しない。が点灯しない。
• 正しいネットワーク・ドライバがロードされているかどうかを確認
します。

• ネットワークがアイドルかもしれません。サーバにアクセスしてみ
てください。

• アダプタが送信も受信もしていません。他のアダプタを試してみて
ください。

• TX ケーブル配線に 2ペア・ケーブルを使用しているかどうかを確
認します。

アダプタがはっきりした原因なしに動作を停止した。アダプタがはっきりした原因なしに動作を停止した。アダプタがはっきりした原因なしに動作を停止した。アダプタがはっきりした原因なしに動作を停止した。
• 診断を実行します。
• アダプタをスロットに挿入し直してみるか、必要ならば、別のス
ロットを試してみます。

• ネットワーク・ドライバ・ファイルが壊れているか、存在しないか
もしれません。ドライバを削除してから、再インストールします。

Wake on LAN 機能が動作しない。機能が動作しない。機能が動作しない。機能が動作しない。
• Wake on LANケーブルが接続されているかどうか、コンピュータが
給電されているかどうかを確認します。

• BIOSでWake on LANがイネーブルに設定されているかどうかを確
認します。コンピュータによっては、手作業でWake on LANをイ
ネーブルに設定しなければならない場合もあります。

• ネットワーク・ケーブルがアダプタに正しく接続されているかどう
かを確認します。

• 電源が ATX2.01仕様に対応し、スタンバイ電流の供給能力が十分
であるかを確認してください。

電源に接続されているが、リンク電源に接続されているが、リンク電源に接続されているが、リンク電源に接続されているが、リンク LED が点灯しない。が点灯しない。が点灯しない。が点灯しない。
• Wake on LANケーブルが接続されているかどうか、コンピュータが
給電されているかどうかを確認します。

• ネットワーク・ケーブルの両端が正しく接続されているかどうかを
確認します。

• 電源が ATX2.01仕様に対応し、スタンバイ電流の供給能力が十分
であるかを確認してください。
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Intel ® Priority Packet ：：：： 概要概要概要概要
Priority Packetはトラフィック優先順位設定ユーティリティであり、高い
優先順位のトラフィックを一般のトラフィックより先に処理するように
するフィルタを設定することができます。Priority Packetを使用すると、
クリティカルなアプリケーションまたはユーザに対するトラフィックを
優先的に処理するようにフィルタを設定できます。

Priority Packetは、インテルのネットワーキングWebサイト、
http://www.intel.co.jp/jp/comm-net/network/drivers/ee/ee.htmからダウンロー
ドできます。

ネットワーク・トラフィックの優先順位設定ネットワーク・トラフィックの優先順位設定ネットワーク・トラフィックの優先順位設定ネットワーク・トラフィックの優先順位設定

Priority Packetでは、クリティカルなノードまたはアプリケーションから
設定された優先順位に基づいて情報を送信できるように、優先順位フィ
ルタを設定できます。ホストまたはネットワークのエントリ・ポイント
のトラフィックに優先順位を付けることにより、ネットワーク・デバイ
スは、パケット内に定義されている優先情報に基づいて転送順序を決定
することができます。

Priority Packetは、優先順位フィルタ ―― ユーザが出力（送信）パケットに
割り当てるパラメータ ―― に基づいてトラフィックに優先順位を与えま
す。Priority Filter Wizardを使用すると、ノード（MAC）アドレス、Ethernetタ
イプに基づいて、またはプロトコルおよびポートの各種プロパティに基づ
いて、既定の優先順位フィルタ、または、カスタム優先順位フィルタを設
定できます。Priority Packetでは、IEEE 802.1pタグと Intel High Priority Queue
の 2つの異なる方法によって、トラフィックの優先順位を設定できます。

IEEE 802.1p タグタグタグタグ

IEEE 802.1pは、パケットにタグや追加の情報データをつけ、そして優先
順位処理を行うため IEEEの新しい規格です。パケットには、4バイトの
タグが追加され、この追加バイトによりパケット・サイズが大きくなり、
優先レベルが示されます。そのようなパケットがネットワークに送出さ
れると、優先順位が高いパケットが先に転送されます。優先順位タグ付
きパケットにより、アダプタは他のネットワーク要素（スイッチ、ルー
タ）と協力して優先順位の高いパケットを先に転送します。802.1pタグ
付けでは、0 （最低）～ 7（最高）の優先レベルを割り当てることができ
ます。

IEEE 802.1p規格では、優先順位に基づいてパケットに値を割り当てるこ
とができます。この方式を採用するには、ネットワーク・インフラスト
ラクチャがタグ付きパケットをサポートしている必要があります。特に、
この優先順位機構を有効に動作させるためには、これらのパケットを
ネットワーク上で転送または受信するルーティング・デバイスが 802.1p
をサポートしている必要があります。
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Priority Packetで優先順位フィルタを設定したら、Intel PROSetを起動し、
[Advanced]タブで [802.1p/802.1Q Tagging]を選択し、[Enable]を選択しま
す。



注意：注意：注意：注意：  IEEE 802.1p優先順位タグを使用すると、パケットのサイズが大きくなり
ます。一部のハブとスイッチは大きなサイズのパケットを認識せず、そ
のパケットを捨てます。使用するハブまたはスイッチのドキュメントを
参照し、802.1pをサポートしているかどうかを確認してください。（802.1p
対応のスイッチのあるものは、パケットからタグを取り去り、パケット
を通常のトラフィックとして次の宛先に送信するように設定できます。）
それらのデバイスが 802.1pをサポートしていない場合、またはサポート
しているかどうかわからない場合は、High Priority Queue （HPQ）を使用
して送信パケットに優先順位付けをしてください。

IEEE 802.1pタグ付けを効果的に使用するための必要条件は次のとおり
です。

• 802.1pタグ付きパケットを受け取り、次の宛先に渡すデバイスは 802.1p
をサポートしていなければならない。

• それらのデバイス上のアダプタは802.1pをサポートしていなければ
ならない（Intel 82558以降の Ethernetコントローラを使用するアダ
プタ）。PRO/100+アダプタはすべて 802.1pをサポートしています。
PRO/100Bアダプタはサポートしていません。

• アダプタはアダプタ・チーム（サーバ・アダプタとの組み合わせで
使用可）に割り当てることはできない。

• 同一のアダプタに対して VLAN とパケット・タグ付けを設定する場
合は、[Intel PROSet Advanced]タブで [802.1p/802.1Q Tagging]を [enable]
に設定しなければならない。

Intel High Priority Queue

ネットワーク・インフラストラクチャのデバイスが IEEE 802.1pをサポート
していない場合、またはサポートしているかどうかわからない場合でも、
High Priority Queue （HPQ）を使用すると、フィルタを設定し、優先順位を
設定して特定のパケットを先に送信することができます。High Priority
Queue （HPQ）は、802.1pほど細かく優先レベルを設定することができま
せんが、送信データの優先順位を決め、優先順位の高いパケットを先に送
信します。したがって、同一のシステム上で複数のアプリケーションがパ
ケットを送信する場合は、フィルタが設定されているアプリケーションの
パケットの方が先に送出されます。HPQは、ネットワークの経路を変更す
ることも、パケットに情報を追加することもありません。

HPQを割り当てるには、フィルタを作成または割り当てる際に、Priority
Packetで HPQを指定します。

HPQを効果的に使用するには、アダプタをアダプタ・チームに割り当て
てはなりません。

Priority Packetの詳細については、インテルのネットワーキング・ウェ
ブ・サイト、http://support.intel.co.jp/jp/comm-net/network/fb/ee/index.htmに
アクセスして、ホワイト・ペーパーを参照してください。
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PCIインストールに関するヒント集インストールに関するヒント集インストールに関するヒント集インストールに関するヒント集
PCI バスを持つコンピュータは、起動のたびに増設カードを自動的に設
定するように設計されており、ネットワーク・アダプタの I/O アドレス
と IRQレベルを設定します。これらの値は、Intelアダプタ・ソフトウェ
アでは変更できません。コンピュータの起動時に問題が現れる場合は、
設定を変更する必要があるかもしれません。

一部のコンピュータでは、コンピュータの PCI BIOS設定ユーティリティ
を使って手作業で設定を行うことができます。詳細については、コン
ピュータの付属ドキュメントを参照してください。場合によっては、一
部の BIOS設定を確認または変更しなければならないこともあります。

下に、一般的な PCI問題の解決策をいくつか示します。

• バスマスタ・イネーブル・スロット。一部のコンピュータでは、す
べてのスロットがバスマスタ・イネーブルに設定されているとは限
りません。BIOSの PCIバス設定を調べてください。選択肢は「バ
スマスタ」と「非バスマスタ」の2つです。「バスマスタ」を選択します。

• ISA アダプタの割り込み（IRQ）またはメモリ・アドレス、あるい
はその両方を予約します。これにより、PCIカードでは ISAカード
と同じ設定を使用できなくなります。PCI BIOSセットアップ・プロ
グラムをチェックしてください。[Enable for ISA（ISAデバイスに割
り当て）]、[Reserve for ISA（ISAデバイスのために予約）]、[Disable
for PCI（PCIデバイスでは使用しない）] などの IRQ関連の項目を
設定できる場合があります。これらの項目は、通常、BIOS 設定の
[Plug and Play（プラグ & プレイ）] エリアにあります。

• PCI スロットをイネーブルにします。一部のコンピュータ、特に、
PhoenixBIOS*を搭載している PCIコンピュータでは、PCI BIOSセッ
トアップ・プログラムを使用して PCIスロットをイネーブルするこ
とが必要になる場合があります。

• PCI BIOSをアップデートします。システムの PCI BIOSをアップデー
トすると、PCI設定に関する特定の問題が解消される可能性がありま
す。コンピュータ・メーカに電話して、当該コンピュータに搭載され
ている BIOSの新バージョンがないかどうかを確認してください。

• スロットをレベル・トリガ割り込みに対応させします。アダプタを
装着するスロットは、エッジ・トリガ割り込みではなく、レベル・
トリガ割り込み用の設定にしなければなりません。PCI BIOSセット
アップ・プログラムをチェックしてください。

下に、PCI BIOSセットアップ・プログラムのパラメータの例を示します。

PCI slot #: アダプタを装着しているスロット
Master: ENABLED
Slave: ENABLED
Latency timer: 40

Interrupt: リストから IRQを選択
Edge-level: Level
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これらのパラメータの名称は、コンピュータによって異なることがあり
ます。



Windows 95 ややややWindows 98 環境での既存アダプタの取り外し環境での既存アダプタの取り外し環境での既存アダプタの取り外し環境での既存アダプタの取り外し

既存のアダプタを PRO/100+アダプタに置き換える場合は、次のステッ
プを実行してから、アダプタ・カードを取り外します。

1 [マイコンピュータ ] をダブルクリックします。
2 [コントロールパネル ] をダブルクリックします。
3 [システム ] をダブルクリックします。
4 [デバイスマネージャ ] タブをクリックします。
5 [ネットワークアダプタ ] をダブルクリックします。
6 [ネットワークアダプタ ] グループの下のリストからアダプタ・ドラ

イバを選択し、[ 削除 ] をクリックします。
7 [OK] をクリックします。
8 本書の初めの「アダプタのコンピュータへの装着」を参照し、その
手順に従います。

Windows 95 でのプッシュ・インストールでのプッシュ・インストールでのプッシュ・インストールでのプッシュ・インストール

読者が LAN 管理者であって、Microsoft Windows 95 Rexource Kitの記述
に従ってサーバ・ベースの Windows 95プッシュ・インストールを設定
する場合は、さらに他の手順を実行する必要があります。Intelサポート・
ウェブ・サイトにアクセスして、Push Installation for Windows 95を説明
するファイルを参照してください。

Fast Ethernet 用ケーブル用ケーブル用ケーブル用ケーブル

100BASE-TX仕様： 100BASE-TX仕様は、2対のカテゴリ 5ツイストペ
ア Ethernet（TPE）ケーブルでの 100 Mbps伝送をサポートしています。
一方のペアは送信用、もう一方は受信用です。ケーブル長は、信号のタ
イミング上の理由から、100BASE-TXでは 100 mに制限されます。これ
は、EIA 568ケーブル規格に準拠します。

ブート・エージェントブート・エージェントブート・エージェントブート・エージェント

ブート・エージェントは、アダプタ上のフラッシュ・メモリ・チップに
格納されているユーティリティ・プログラムであり、アダプタは、この
プログラムで、2 つの方法のいずれかを使用してネットワークからシス
テムをリモート・ブートすることができます。デフォルトの方法は PXE
です。これは、WfM （Wired for Management）規格に定義されたリモー
ト・ブート手順であり、Intel® LANDesk® Management Suiteなどの強力な
ネットワーク管理プログラムに使用されています。もう 1 つの方法は
RPLです。これは、NetWare* ServerやWindows NT* Serverなどのネット
ワーク・オペレーティング・システムからディスクレス・ワークステー
ションへのリモート・ブート用として従来から活用されてきた業界規格
です。

この機能を使用するために、コンピュータをWake on LANイネーブルに
設定する必要はありません。この機能は 3ピンの補助電源コネクタを使
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用してもしなくても動作します。



s

設定設定設定設定

コンピュータに最初に電源を入れると、ブート・エージェントが起動し、
次のメッセージを表示します。

Initializing Intel PRO/100+ Boot Agent Version 2.0

Ctrl+Sを押してセットアップ・プログラムを起動します。

デフォルトでは、このメッセージは 2秒間表示され、次にローカル・ド
ライブからのブートが試みられます。ローカル・ドライブからのブート
が失敗すると、エージェントはリモート・ブートを試みます。

ブート・エージェントの設定を変更するには、上のメッセージが表示さ
れている間に、Ctrl キーと Sキーを同時に押します。これで、ブート・
エージェント設定画面が現れます。

設定可能なパラメータは 5つあります。画面上の指示に従って、それぞ
れのパラメータを選択し、変更し、保存します。以下に、各パラメータ
について、デフォルト設定から先に説明します。

Boot Protocol

選択項目は [PXE]と [RPL]です。Intel® LANDesk® Management Suiteなど
のWired for Management準拠のネットワーク管理プログラム用には[PXE]
を選択します。従来のリモート・ブート向けには [RPL]を選択します。

PnP/BEV Boot

選択項目は [Disable]と [Enable]です。通常のリモート・ブート操作向け
には [Disable]を選択します。Intel PRO/100+ Boot Agentではなく、コン
ピュータの BIOSブート・シーケンスを使用したい場合は、[Enable]を選
択します。

Default Boot

選択項目は [Local]と [Network]です。[Local]を選択した場合は、ブート・エー
ジェントはまずローカルドライブからブートを試み、ローカル・ブートが失
敗した場合にネットワークからブート試みます。[Network] を選択した場合
は、ブート・エージェントはネットワークから先にブートを試みます。

Local Boot

選択項目は [Enable]と [Disable]です。[Enable]を選択した場合は、シス
テムはローカル・ドライブ（フロッピー・ドライブまたはハードディス
ク・ドライブ）からブートできます。[Disable]を選択した場合は、シス
テムはローカル・ドライブからはブートできません。これは、[Default
Boot]の設定に優先します。

Prompt Time

選択項目は、[2]、[3]、[5]、および [8] です。これらの数字は、システ
ム・ブート時に、"Initializing Intel PRO/100+ Boot Agnet Version 2.0 - Pres
Ctrl+S to enter the Setup Program"というメッセージが表示される時間の長
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さを表します（秒単位）。



ブート・エージェントのトラブルシューティングブート・エージェントのトラブルシューティングブート・エージェントのトラブルシューティングブート・エージェントのトラブルシューティング

"Initializing Intel PRO/100+ Boot Agnet Version 2.0"というメッセージが現
れない場合は、下記の項目をチェックしてください。

コンピュータのセットアップで、ブート・デバイス・シーケンスの有無
を確認します。[Intel PRO/100+ Boot Agent]または [Network]がリストさ
れた場合は、それをブート・シーケンス上のハード・ドライブの前に移
動します。

一部のコンピュータでは、ブート・エージェントを実行するのに手作業
での操作が必要です。パワーオン後、モニタの表示に注意し、ネットワー
ク・ブートの実行手順に関する情報を探してください。たとえば、特定
の COMPAQコンピュータでは、COMPAQバナー画面に "F12 Network
Service Boot"とメッセージが表示されます。

アダプタの仕様アダプタの仕様アダプタの仕様アダプタの仕様

互換性 PCI v2.2 システム

コネクタとケーブル RJ45
100Mbpsではカテゴリ 5ケーブルを使用、
100BASE-TX Fast Ethernetをサポート

データ転送レート 10または 100 Mbps

割り込みレベル PCI:  INTA

電源要件 1.06 W/DC 5.0V

絶縁電圧 200 Vrms

動作温度 0～ 55℃

湿度 10～ 90%、結露がないこと

診断 LED 動作状態 /リンク、100 Mbps

診断ソフトウェア オンボード
PROSet、Setup
レスポンダ

準拠している規格および規制 •  UL
•  FCCクラス B
•  CE & Immunity
•  C-tick （オーストラリア）
•  VCCI Class B
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FCC Compliance Statement
This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device p
ant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable protection against 
harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can radiate
frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, may cause h
interference to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not oc
a particular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be d
mined by turning the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the interferen
one or more of the following measures:

  • Reorient or relocate the receiving antenna.

  • Increase the separation between the equipment and receiver.

  • Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is c
nected.

  • Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help.

NOTE:  This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following

conditions: （1） This device may not cause harmful interference, and （2） this device must accept any 
interference received, including interference that may cause undesired operation.

CAUTION:  If the device is changed or modified without permission from Intel, the user may void
or her authority to operate the equipment.

Canadian Compliance （（（（Industry Canada ））））
When tested in at least one intended host:

This digital apparatus does not exceed the Class B limits for radio noise emissions from digital ap
tus set out in the interference-causing equipment standard entitled “Digital Apparatus”, ICES-003
the Canadian Department of Communications.

Cet appareil numérique respecte les limites bruits radioélectriques applicables aux appareils 
numériques de Class B prescrites dans la norme sur le matériel brouilleur:  “Appareils Numériqu
NMB-003 édictée par le Ministre Canadien des Communications.

Manufacturer Declaration
This certifies that the Intel PRO/100+ Client Adapter complies with the EU Directive 89/336/EEC, 
using the EMC standards EN55022 ÅiClass BÅj and EN50082-1. This product also meets or exc
EN 60950 requirements. This product has been tested and verified to meet CISPR 22 Class B re
ments.

Intel Corporation, Mailstop JF3-446
Hillsboro, Oregon  97124-6497  USA

VCCI Class B Statement
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「「「「2000年対応」について年対応」について年対応」について年対応」について

「2000年対応」インテル ®製品とは、そのマニュアルなどに従って使用した場合、
インストール後に、うるう年の計算を含めて、1999年から 2000年、および 20世
紀から 21世紀へ移行する際、日付データを正確に記憶、表示、処理、交換するイ
ンテル製品をいいます。ただし、使用されている他のすべてのコンポーネントを
その製品と組み合わせて使用した場合に、日付データがインテル製品と正しく交
換されることを条件としています。製品を構成する各コンポーネントを全体とし
てではなく別々に使用した場合の対応に関しては、インテルは保証しかねます。

詳細については、http://www.intel.co.jp/jp/prodinfo/year2000を参照してください。

インテルの自動カスタマ・サポートインテルの自動カスタマ・サポートインテルの自動カスタマ・サポートインテルの自動カスタマ・サポート

インテルの自動サポート・サービスは、1日 24時間、毎日無料でご利用いただけ
ます。このサービスでは、インテル製品に関する最新情報を提供します。インス
トール手順、トラブルシューティング情報、および一般的な製品情報にアクセス
できます。

製品ディスク上のテキスト・ファイル製品ディスク上のテキスト・ファイル製品ディスク上のテキスト・ファイル製品ディスク上のテキスト・ファイル

PRO/100+アダプタ・ディスクの ¥INFOディレクトリにあるテキスト・ファイル
は、任意のファイル・エディタで参照でき、README ファイルとしての役割を
持っています。また、これらのテキスト・ファイルは DOSプロンプトからも参照
できます。そうするには、ディスク・ドライブに PRO/100+アダプタ・ディスク
を挿入し、そのドライブに切り替え、英語モードにし、SETUP /READMEと入力
して、Enterキーを押します。

WWWおよびインターネット・サイトおよびインターネット・サイトおよびインターネット・サイトおよびインターネット・サイト

サポート： http://support.intel.co.jp

ネットワーク製品： http://www.intel.co.jp/jp/comm-net/network

インテル株式会社： http://www.intel.co.jp

Intel Corp.：http://www.intel.com

インテル・ホットラインサービスインテル・ホットラインサービスインテル・ホットラインサービスインテル・ホットラインサービス

■オペレータサービス： 

0298-47-0800 （9:00～ 17:00／土、日、祭日、年末年始を除く） 
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